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要　旨
　教育現場は，学習指導要領の改訂の趣旨に即しながら，常に授業改善を目指していかなければならない。
　私が学校長として平成23・24年度に在籍した北九州市立折尾西小学校では，平成20年３月に告示された
学習指導要領の全面実施に際し，学校の教育目標や児童の実態，教育の今日的な課題を踏まえて設定した「自
分の考えを深め，適切に表現する力を育てる国語科学習指導」の研究に取り組んだ。
　その内容として，①年間指導計画，②言語活動の特質，③相互に考えを深めて適切に書くための手立て，
④指導に生かす評価，の４つの着眼点に沿った実践研究を進めた。その結果，個々の学習状況をきめ細かく
把握して個別の手立てを講じることにより，それぞれの着眼点に即した有効な手だてを見出すことができた。
この研究において見出した手だては，平成29年３月に告示された学習指導要領において示された「主体的・
対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」にも資するものであると考える。
　本研究の概要について高学年での実践例を中心に報告し，研究の成果と課題について再度考察する。

Ⅰ　北九州市立折尾西小学校における研究の実際１）

１　研究の目的
⑴　国語科教育の今日的な課題から
　中央教育審議会答申（平成20年１月17日）では，教育内容に関する主な改善事項として，言語活動の充
実を図ることが示された。
　各教科等における言語活動の充実は，学習指導要領改訂において，重要な改善の視点である。平成23年
度からの学習指導要領の全面実施を受け，さらなる指導の改善が必要となる。
　国語科においては，言語の役割に応じて，基本的な国語の力を定着させ，発達の段階において記録，要約，
説明，論述といった言語活動を行うことにより，児童の思考力，判断力，表現力を育成することが求められ
る。また，国語科「書くこと」の領域では，取り上げる文種やその特質を明らかにして，児童が自分の考え
や思いを膨らませながら書くように指導することが，児童の考える力を育む上で，非常に重要な課題２）と
されている。
　一方，改訂された学習指導要領の下で行われる学習評価について，平成22年３月に，中央教育審議会初
等中等教育分科会教育課程部会報告「児童生徒の学習評価の在り方について」がとりまとめられた。
　目標に準拠した評価を着実に実施するためには，各教科の目標だけでなく，領域や内容項目レベルの学習
指導のねらいが明確になっている必要がある。そして，学習指導のねらいが児童生徒の学習状況として実現
されたというのは，どのような状態になっていることなのかが，具体的に想定されている必要がある。児童
一人一人の学習の確実な定着を図るため，きめ細かな指導の充実や目標に照らしてその実現状況を評価する
ことが重要であると考えた。
⑵　児童の実態から
　本校では，平成21年度から国語科において，自分の考えを深め，適切に表現する力を育てることを研究
テーマとして，「書くこと」の力の育成に取り組んできた。
　その結果，書くことの力の向上が伺える。それは，平成23年度４月に実施した，第２学年～第５学年の
学力学習状況調査の「書くこと」の結果にも表れている。また，第６学年については，全国学力・学習状況
調査の「書くこと」の設問において，知識を問う問題，活用力を問う問題ともに，全体的に力の向上が見ら
れた。そして，特に，活用する力については，大きくポイントの向上が見られた。
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　しかしながら，「全体的には個々の力の格差が大きい」「個別に見ると，個人内でどの観点も確実に身に付
けているとは言えない」などの結果が見て取れた。書くことの表現過程に応じて，一人一人が確実な力を身
に付けるようにすることが今後の課題だと考えた。
⑶　研究の成果と課題から
　前年度の研究の成果と課題を着眼に沿って示すと以下のとおりであった。
①　児童の生活や他教科等における学習とのつながりを考えた年間指導計画の作成
　成果としては，各学年において，児童の生活や他教科等における学習とのつながりを考えて指導の充実を
図ることができた。
　課題としては，児童が身に付けた力を活用できるように見直し，さらに改善していく必要がある。
②　各学年で取り上げる文種の特質の明確化
　成果としては，文種の特質を明確にして指導に当たることで，児童は，何の目的で，誰に向けて，どんな
種類の文章で伝えるかを明確にして書くことができた。また，教師は，文種の特質に応じた指導の重点化を
図ることができた。
　課題としては，多様な文種に応じたり，学年間の系統性，継続性を考えたりした指導の工夫をすることが
十分でなかった。
③　書く目的・相手・価値などを十分に意識づけた単元づくりの工夫
　成果としては，児童が書きたいという思いや願いを持続して自分で表現を探る中で書く力を身に付けてい
った。また，書いたことへの価値付けができるようになった。
　課題としては，さらに児童の思いや願いを引き出し，価値ある単元づくりをしていくことが重要である。
④　児童が自分の考えをもち，相互に考えを深めて適切に書くための手だて
　成果としては，題材選定の段階，自分の考えをもたせる段階（取材・構成・推敲）および，交流の段階で，
重点化した指導のポイントにより，学年に応じてカードやシート，付箋の活用，話し合いの活性化を工夫し，
児童の思考を促し，表現活動に生かすことができた。
　課題としては，個別の支援を要する児童について，途中，意欲の低下や表現活動の停滞などの状況が見ら
れ，今後，事前に児童の学習状況を詳細に見取り，確実に指導に生かしていく必要を痛感した。また，相互
交流では，話し合いの力が不十分であつた。
　以上のことから，平成23年度，次のように研究を推進していくこととした。

２　研究の内容
　国語科「書くこと」領域の学習指導において，次の手だてをとれば，児童は自分の考えを深め，適切に表
現する力を身に付けるであろうと考えた。
⑴　児童の生活や各教科等とのつながりを考えた年間指導計画の作成
⑵　各学年で取り上げる文種の特質の明確化と指導の工夫
⑶　児童が自分の考えをもち，相互に考えを深めて適切に書くための手だて
　・児童が考えを深めて表現することができる単元づくりをする。
　・重点化した指導内容に応じて，自分の考えを深めて適切に書くための手だてを取る。
　・作品を読み合い，お互いのよさやよりよい表現を認め合い，次への意欲につなげる交流活動を設定する。
⑷　児童の学習状況をとらえ指導に生かす評価の工夫

３　研究の方法
⑴　児童の生活や各教科等の学習とのつながりを考えた年間指導計画を作成する。
　児童の生活及び各教科等の学習との関連を見渡し，工夫をして指導の充実を目指す。今年度は，各教科等
の新しい教育課程を見渡して必要な見直し・修正を加え，児童が身に付けた力が，さらに幅広く各教科等お
よび実生活で確実に活用できるように，意図的，計画的な年間指導計画の充実を目指した。また，低・中・
高の２学年のまとまりで見通しをもって指導できるような計画を立てて指導を進めることとした。【着眼１】
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⑵　取り上げる文種の特質の明確化と特質を踏まえた指導の工夫をする。
　単元で取り上げる文種の特質を明らかにし，経験したこと，観察したこと，よさを伝えるなどの書く内容
に応じて，指導の重点化を図るとともに，各学年間の系統を踏まえ児童の書く力の実態に即した指導を進め
る。今年度は，まだ実践していない多様な文種に応じて，年間の中でどのように位置付けるかを工夫して指
導する。【着眼２】
⑶　児童が自分の考えをもち，相互に考えを深めて適切に書くための以下の３点の手だてを取る。
①児童が自分の考えを深めて表現できるようにするために単元づくりの工夫をする。
②重点化した指導内容に応じて，自分の考えを深めて適切に書くための手だてを工夫する。
③ お互いのよさやよりよい表現を認め合い次への意欲へつなげるために，作品を読み合い，交流する活動を

設定する。【着眼３】
⑷　児童の学習状況をとらえ指導に生かす評価の工夫をする。
　表現過程の節々で，きめ細かな指導の充実や児童一人一人の学習の確実な定着を図るため，目標に準拠し
て，児童の姿としてどのように実現されているかを見取り，次への指導に生かす。そのために，具体的な評
価規準を想定し，評価一覧表，座席指導案の作成等の，指導と評価の一体化の工夫をする。【着眼４】

４　研究の実際　（高学年・第６学年を中心に）
⑴　児童の生活や各教科等の学習とのつながりを考えた年間指導計画の作成【着眼１】
　資料１は第６学年の年間指導計画の一部である。児童の言語生活，及び他教科等との関連を見渡し，指導
の充実を図れるように，「各教科等との関連」「知識や技能（スキル）」の欄を設けた。また，全学年で言語
活動を種類（文種）に分け，種類別の番号を打ち，活用の状況を把握できるようにし，系統性も見られるよ
うにした。必要な加除修正を加え，さらに文種に応じ重点化した指導を目指した。

＜資料１＞　第６学年年間指導計画（一部抜粋）

月
教科書単元・特設単元 各教科等との関連 知識や技能（スキル）

言語活動及び指導の重点 単元名（各教科等）及び言語活動 取り立て事項
10月 9　わたしにとっての平和を考えよう

《意見文》
「『平和』について考える」
「平和のとりでを築く」⑭
・文章から筆者の考えを読み取り，自
分の考えを深めて平和に対する自分の
考えを書く。
重点（イ・ウ・カ）
・自分の考えを明確に伝えるために文
章全体の構成の効果を考える。
・事実と感想，意見などを区別すると
ともに，目的や意図に応じて簡単に書
いたり詳しく書いたりする。
・書いたものを発表し合い，表現の仕
方に着目して助言し合う。

9　「戦争から平和へ」( 社会科 )
・過去の戦争を振り返り，平和な世界
にするための自分の考えを書く。③

・効果的な構成を考えて書
く。
・自分の考えを説得する材料
や根拠を工夫する。

11月 ⓾「私のあこがれの仕事」《調査報告文》
・将来従事したい仕事について考えま
とめた文章を書く。
重点（イ・ウ）
・事実と考えを区別して見出しを工夫
して，文章全体を見通して組み立てる。

9　「６年　ゆめ・みらいフォーラム」
（総合的な学習の時間）
・自分の将来の夢について調べたこと
をもとに，夢の実現のために今すべき
こと，大切なことについて意見交換を
し意見をまとめる。⑤

・書く事柄を収集し整理し，
構成の効果や効果的な表現を
考えて書く。

　第６学年の事例では，単元「わたしにとっての平和を考えよう」で身に付けた意見文の書き方を，社会科
の単元「戦争から平和へ」の学習で生かしていくなどの工夫である。
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　それぞれの学年に応じて児童の生活や各教科等の学習とのつながりを考えて計画，実施する。また，計画
の段階で，学年間のつながりをもたせるために学年の系統性も意識して，計画，修正，実施した。

⑵　各学年で取り上げる言語活動（文種）の特質の明確化【着眼２】
　資料２・３は，第５・６学年で本年度取り上げた文種の一覧と，重点化した指導内容を表した表である。

＜資料２＞　言語活動別指導のポイント・５年
事例１　活動報告文＜６月＞ 事例２　意見文＜９月＞ 事例３　意見文＜10月＞

単
元

活動を報告する文章を書こう グラフや表を引用して書こう 図書館改造の提案書を書いて，アイ
デアを伝えよう

重
点
化
し
た
内
容

①自分の考えが明確になるように，
活動を報告する文章に必要な構成を
考えて組み立てる。（構成）
②自分の考えが伝わるように，端的
に記述する部分と，詳しく記述する
部分とを区別して書く。（記述）

①目的や意図に応じて収集し，全体
を見通して整理するとともに，引用
したり図表やグラフを用いたりする
など，書き方を工夫して，自分の考
えが伝わるように書く。（構成）
②書いたものを発表し合い，表現の
仕方に着目して助言し合う。（相互
交流）

①実態の調査やほかの事例をもと
に，改造のアイデアをもつことがで
きる。（取材）
②目的に応じて収集した事柄を，全
体を見通して整理し，自分の考えを
明確にするため，文章全体の構成の
効果，表現の効果などを考えて書く。
（構成）

ポ
イ
ン
ト

①広く事柄を集め明確な根拠や事例
を選ぶことができるようにするため
の取材カードおよび相互交流の設定
（構成）
②端的に書いたり詳しく書いたりす
るためのサンプル文の活用（記述）

①自分の立場を決めて伝えたいこと
の中心を明確にするためのサンプル
文や取材カードの活用（構成）
②表現の仕方に着目して，よさを認
め合う相互交流の設定

①事柄を集め明確な根拠や事例を選
ぶことができるようにするための取
材カードの活用（取材）
②提案書の構成を考えるためのサン
プル文や組み立てモデルの活用（交
流）

＜資料３＞　言語活動別指導のポイント・６年
事例１　推薦文＜６月＞ 事例２　意見文＜10月＞ 事例３　調査報告文＜12月＞

単
元

おすすめの本の推薦文を書こう わたしにとっての平和について考え
よう
～平和についての考えを意見文に書
こう～

６の１「私のあこがれの仕事」
～調べて考えたことを書きまとめよ
う～

重
点
化
し
た
内
容

①自分の読んだ本の中で，友達にぜ
ひ薦めたいと思うよさを，確かな根
拠をもって選んだり，他と比較して
のよさをとらえる。（取材）（構成）
②相手に本のよさが伝わるように，
複数の根拠や事例を挙げたり，よさ
を表すのにふさわしい（推薦するた
めの）語句を使ったりしながら，推
薦する文章を書く。（記述）

①自分の平和についての考えを明確
に伝えるために，文章全体の構成の
効果を考える。（構成）
②表現の効果などについて確かめた
り工夫したりする。（記述・推敲）
③書いたものを発表し合い，表現の
仕方に着目して助言し合う。（交流）

①題材に関する情報を集めて自分の
考えを明らかにしたり，考えを支え
る根拠となる事柄を集め，小見出し
を立てながら整理したりしている。
（取材）
②自分の考えを明確に伝えるため，
文章全体の構成の効果を考えて集め
た事柄を組み立てている。（構成）

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

①幅広く事柄を集め明確な根拠や事
例を選ぶことができるようにするた
めの取材カードの活用および相互交
流の設定（取材）
②推薦するための効果的な表現で記
述するためのサンプル集の活用（記
述）

①妥当な根拠を選び，文章全体の構
成の効果を考えて組み立てるための
構成シートの活用（構成）
②表現の効果などについて確かめ，
見直すためのサンプル文および相互
交流の設定（記述・推敲）
③お互いの文章のよさや改善点を確
かめ，よりよい表現に高めるための
交流の設定（交流）

①価値ある題材を選び確かめるため
の題材選定カードの活用（取材）
②調べた事柄を整理し，自分の考え
を明確にするための取材カードの活
用（構成）

　第５学年と第６学年の比較で分かるように，同じ文種でも，学年の違い，相手・目的・価値などのもたせ
方も異なり，それを受けて重点化する内容も違ってくる。教師が指導の重点を明確にして指導に当たったこ
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とで，児童にも自分で考えて表現していく力の向上が見られた。
　また，全学年で表にして教師の共通理解を深めることで，当該の学年でどのような力をどのように身に付
けるようにしていくかがさらに明確にできた。

⑶　児童の学習状況をとらえ指導に生かす評価の工夫をする。【着眼４】
　資料４は，単元の評価一覧表である。評価一覧表には，評価規準を基に判断したＡ・Ｂ・Ｃ・の状況を書
き，観点を設定した見取りを書けるようにした。また，「アドバイス」「確かめ」などの事前に計画した支援
を書き込むようにし，次への指導に生かしていった。また，座席指導案については，単位時間の指導に当た
って，前時までの状況を把握して記入するようにし，本時に行う指導・支援の計画を書き込んで指導に当た
れるように工夫した。なお，個々や全体の児童の力の向上を数値として表し分析するために，各学年の評価
の観点を設定し，年間の伸びを把握した。（詳細は別添資料Ⅱ参照）

＜資料４＞　単元の評価一覧表
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 第５学年と第６学年の比較で分かるように，同じ文種でも，学年の違い，相手・目的・価値などのもたせ

方も異なり，それを受けて重点化する内容も違ってくる。教師が指導の重点を明確にして指導に当たったこ

とで，児童にも自分で考えて表現していく力の向上が見られた。 

また，全学年で表にして教師の共通理解を深めることで，当該の学年でどのような力をどのように身に付
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⑶ 児童の学習状況をとらえ指導に生かす評価の工夫をする。【着眼４】 
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を書き込むようにし，次への指導に生かしていった。また，座席指導案については，単位時間の指導に当た

って，前時までの状況を把握して記入するようにし，本時に行う指導・支援の計画を書き込んで指導に当た

れるように工夫した。なお，個々や全体の児童の力の向上を数値として表し分析するために，各学年の評価

の観点を設定し，年間の伸びを把握した。（詳細は別添資料Ⅱ参照） 
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⑷ 高学年での実践（第６学年 推薦文） 

 

(4) 具体的な実践事例 

① 単元名 ｢おすすめの本の推薦文を書こう｣ 

② 単元の目標 

国語への関心・意

欲・態度 

○ 多面的に見たり，他と比較したりしながら，推薦するにふさわしいものであることを確

かめた上で，そのよさがより多くの人に伝わるように推薦文を書こうとしている。 

書く能力 ◎ 自分が多くの人にぜひ薦めたいと思う事物のよさを，確かな根拠をもって選んだり，

他と比較してのよさをとらえたりすることができる。 

◎ 相手によさが伝わるように，複数の根拠や事例を挙げたり，よさを表すのにふさわし

い推薦するための語句を使ったりしながら，事物を推薦する文章を書くことができる。 

言語についての

知識・理解・技能 

◎ 文章にはいろいろな構成があることについて理解し，目的に合った構成を選んで書くこ

とができる。 

③ 評価規準 

国語への関心・意

欲・態度 

○ 多くの本を比較して，選んだ本が推薦するのにふさわしいものであることを確かめた上

で，そのよさがより多くの人に伝わるように推薦文を書こうとしている。 

書く能力 ◎ 自分が読んだ本の中で，友達にぜひ薦めたいと思うよさを，確かな根拠をもって選ん

だり，他と比較してのよさをとらえたりしている。 

◎ 相手に本のよさが伝わるように，複数の根拠や事例を挙げたり，よさを表すのにふさ

わしい推薦するための語句を使ったりしながら，本を推薦する文章を書いている。 

言語についての

知識・理解・技能 

◎ 文章にはいろいろな構成があることについて理解し，目的に合った構成を選んで書いて

いる。 

Ｂ

書く意欲◎　　取材◎

整理構成○　記述○

推敲○　交流
Ｂ

戦争のことが気になる

人へ
Ｂ

題材の価値　◎

書く意欲　◎
Ｂ

自分の考え　△

おすすめのよさ　○

複数の根拠○
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ａ

Ｂ

書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○
Ｂ

いろいろなことをがんば

りたい人へ
Ｂ

題材の価値　◎

書く意欲　◎
Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

複数の根拠○
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ｃ

Ｃ

書く意欲○　　取材△

整理構成△　記述○

推敲○　交流○
　Ｂ

宇宙の大切さを知りた

い人へ
　Ｂ

題材の価値　◎

書く意欲　◎
　Ｃ

自分の考え　○

おすすめのよさ　△

複数の根拠△
　Ｃ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　△

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ｃ

Ａ

書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流
　Ｂ

冒険が好きで冒険して

みたい人へ
Ｂ

題材の価値　◎

書く意欲　◎
Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　◎

複数の根拠○
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　◎

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ｃ

Ｂ

書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流
Ｂ

日常では味わえない不

思議な安らぎや潤いを

感じたい人へ
Ａ

題材の価値　◎

書く意欲　◎
　Ｂ

自分の考え◎

おすすめのよさ　◎

複数の根拠〇
Ａ

書く事柄の整理　◎

書き出し・結び　◎

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
　Ｂ

Ｂ

書く意欲○　　取材△

整理構成△　記述○

推敲○　交流○
Ｂ

冒険の本が好きでわく

わくしたい人へ
Ｃ

題材の価値　△

書く意欲　○
Ｃ

自分の考え　○

おすすめのよさ　△

複数の根拠△
Ｃ

書く事柄の整理　△

書き出し・結び　○

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
　Ｂ

Ｂ

書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
　Ｂ

野球が好きになりたい

人へ
　Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　◎

おすすめのよさ　○

複数の根拠○
　Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
　Ｂ

Ｂ

書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
　Ｂ

家族を大切にしたい人

へ
　Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
　Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　△

複数の根拠△
　Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
　Ｂ

Ａ

書く意欲◎　　取材◎

整理構成◎　記述◎

推敲○　交流
Ａ

人との出会いがどんな

に大切か知って理解を

深めたい人へ
　Ｂ

題材の価値　◎

書く意欲　○
　Ｂ

自分の考え　◎

おすすめのよさ　◎

複数の根拠○
Ａ

書く事柄の整理　◎

書き出し・結び　◎

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
　Ｂ

Ｃ

書く意欲△　　取材△

整理構成△　記述△

推敲△　交流△
Ｃ

冒険が好きでわくわくし

たい人へ
Ｃ

題材の価値　△

書く意欲　○
Ｃ

自分の考え　△

おすすめのよさ　△

複数の根拠△
Ｃ

書く事柄の整理　△

書き出し・結び　△

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
　Ｂ

Ｂ

書く意欲○　　取材○

整理構成◎　記述○

推敲○　交流◎
Ｂ 星座に興味のある人へ Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　◎
Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

複数の根拠○
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　◎

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ａ

Ｂ

書く意欲◎　　取材◎

整理構成○　記述○

推敲○　交流◎
Ｂ

仲間を大切にしたい人、

スリルを味わってみた

い人へ
Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　◎
Ｂ

自分の考え　◎

おすすめのよさ　○

複数の根拠○
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　◎

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ａ

　 　

相談に応じる 書き方の確認 作業が遅れたのでアドバイス 作業が遅れ一緒にする

確かめ 友達にアドバイス

アドバイス アドバイス

アドバイス

　　　　　　アドバイス アドバイス アドバイス

アドバイス 作業が遅れたのでアドバイス

　

第３次１時 第３次２時

よさを表すのにふさわしい語

句を使い，自分らしい推薦文

を書いている。

目的にあった構成で

文章を書いている。

第２次２時 第２次３時

自分の考えを明確にして，書

くことがらを整理し，書き出し・

結びを書いている。

相手に本のよさが伝わるよう

に，複数の根拠や事例を選

び、文章を組み立てている。

　

　

26

28

34

35

36

　

確かめ

33

29

31

32

30

言葉の通級指導中

27

25

第１次１時 第１次２時 第２次１時

　

４月調査時の書く力

目的・相手・方法意識を明確

にし、書く価値を確かめてい

る。

推薦文の書き方を確か

め価値ある本（題材）を選

び意欲を高めている。

自分の考えを明確にし，お

すすめするよさを考えて複

数の根拠を集めている。

⑷　具体的な実践事例
①　単元名　｢おすすめの本の推薦文を書こう｣
②　単元の目標

国語への関心・意
欲・態度

○　 多面的に見たり，他と比較したりしながら，推薦するにふさわしいものであるこ
とを確かめた上で，そのよさがより多くの人に伝わるように推薦文を書こうとし
ている。

書く能力 ◎　 自分が多くの人にぜひ薦めたいと思う事物のよさを，確かな根拠をもって選んだ
り，他と比較してのよさをとらえたりすることができる。

◎　 相手によさが伝わるように，複数の根拠や事例を挙げたり，よさを表すのにふさ
わしい推薦するための語句を使ったりしながら，事物を推薦する文章を書くこと
ができる。

言語についての知
識・理解・技能

◎　 文章にはいろいろな構成があることについて理解し，目的に合った構成を選んで
書くことができる。

③　評価規準

国語への関心・意
欲・態度

○　 多くの本を比較して，選んだ本が推薦するのにふさわしいものであることを確か
めた上で，そのよさがより多くの人に伝わるように推薦文を書こうとしている。

書く能力 ◎　 自分が読んだ本の中で，友達にぜひ薦めたいと思うよさを，確かな根拠をもって
選んだり，他と比較してのよさをとらえたりしている。

◎　 相手に本のよさが伝わるように，複数の根拠や事例を挙げたり，よさを表すのにふ
さわしい推薦するための語句を使ったりしながら，本を推薦する文章を書いている。

言語についての知
識・理解・技能

◎　 文章にはいろいろな構成があることについて理解し，目的に合った構成を選んで
書いている。
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④　指導計画

学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法）
１ 　読書カードや読書日記を見

て，自分たちが読んだ本につい
て話し合い，本単元「おすすめ
の本の推薦文を書こう」を設定
し，学習計画を立てる。②

⑴ 　読んだ本について友達と話し
合いをする中で，読書のよさを
確かめ，本の推薦文を書く学習
の計画を立てる。

⑵ 　教材のサンプル文をもとに，
推薦文の特質や書き方を話し合
い，薦める本と伝えたいことの
中心を決める。

２ 　取材カードに必要な事柄を集
め，整理して文章を組み立てる。
③

⑴ 　読書日記をもとに，感動した
こと・生き方を考えたこと・た
めになったこと・作者のシリー
ズなどの観点で幅広くお薦めす
るよさを考え集める。

⑵ 　自分の考えを明確にして，書
き出し・結びを書く。

⑶ 　自分の考えを伝えるための確
かな根拠や事例を選び，文章を
効果的に組み立てる。

３ 　相手に本のよさが伝わるよう
に，ふさわしい（推薦するため
の）語句を使って記述する。②

⑴ 　よさが伝わるように工夫して
下書きをし推敲する。

⑵　表記に気を付けて清書する。

４ 　完成した推薦文を読み合い，
交流し合ってよさを見付け合
い，学習のまとめをする。②

⑴ 　推薦文を読み合い，友達の推
薦文のよいところを見付け合う。

⑵ 　本単元を振り返り，これから
の読書について思うことを出し
合い学習をまとめる。

○ 自分たちの読書を振り返り，友
達におすすめの本の推薦文を書
き読み合うことについて話し合
い，学習の計画を立てるように
する。

○ 推薦文は【薦めるよさ・根拠と
なる事柄・自分の考え・お薦め
の言葉】などで構成されている
ことを確かめ，根拠には様々な
要素があることを話し合うよう
にする。

○ 取材カードに，自分で観点を決
めて，お薦めできると考える
事柄を多数挙げてみるようにす
る。

○ 事柄を見渡して，自分の考えを
明確にし，書き出し・結びをカー
ドに書いて，組み立て表に貼る
ようにする。

○ サンプル文をもとに，自分の考
えを支える適切な根拠について
話し合うようにする。

○ 自分で考えて選んだ後，相互に
説明し見合って，アドバイスを
し合うようにする。

○ サンプル集の中の語句をもとに
考えて，推薦するためにふさわ
しい語句や表現で書くようにす
る。

○ 表記に気を付けて，正確に書く
ようにし，書いた文章は展示用
にパウチをしカードにするよう
にする。

○ 自他の学習の成果を確かめるこ
とができるようにする。

○ 今後の読書への意欲化を図るよ
うにする。

〔関〕目的・相手・方法意識を明
確にし，書く価値を確かめ自分の
考えを深めて，読書生活の向上を
目指そうとしている。

（発表の様子の観察）
〔書イ〕推薦文の書き方を確かめ，
価値ある題材を選び意欲を高めて
いる。

（題材選定カードの状況）

〔書イ〕自分の考えを明確にし，
お薦めするよさを考えて複数の根
拠を集めている。

（取材カードへの記述の状況）

〔書イ〕自分の考えを明確にして，
書き出し・結びを書いている。

（記述カードへの記述の状況）

〔書ウ〕相手に本のよさが伝わる
ように，複数の根拠や事例を選ん
でいる。

（組立て表の組立て状況）

〔書ウ〕よさを表すのにふさわし
い語句を使い，自分らしい推薦文
を書いている。

（推薦文の記述の状況）
〔言〕目的に合った構成で文章を
書いている。

（推薦文の構成の状況）

〔関〕自分や友達の推薦文のよさ
を確かめ，今後に役立てようとし
ている。

（発言内容，ノートの記述の状況）

142 （藏内）
自分の考えを深め，適切に表現する力を育てる国語科指導の検討

～言語活動（文種）に応じた指導と評価の充実を中心に～



⑤　指導の実際
ア　児童が自分の考えを深めて表現することができる単元づくりの工夫【着眼３－①】
　児童が「書きたい」という思いや願いをもち，自ら考えを深めて書く力を身に付けていくようにするため
に，以下の手だてを取った。
・自分の読書の足跡を残すための読書記録や読書日記の継続的な記録の記述
・読書に親しむ環境づくりのための紹介ポスター・ポップなどの作成
　その中で，自分の読んだ本を友達にも読んでもらいたいという思いが高まったところで，友達に本の推薦
文を書く国語科の単元を設定した。目指す価値としては，多くの友達に本のよさを推薦し合うことで，さら
に各自の読書の幅を広げて，よりよい読書生活を送ろうという思いを高めることである。
　また，書いた文章が多くの友達の目に触れ参考にされる「よさ」を確かめ，達成感をもち次への意欲につ
なげることができるようにするために，書き上げた推薦文をカードにし，「おすすめの本　カードつづり」
の束にして図書室に展示するようにし，読んだ友達の感想を感想欄に書いてもらうようにした。

イ　自分の考えを深めて適切に書くための手だての工夫【着眼３－②】
○　価値ある題材を選ぶための読書日記の記述（１次１時）
　自分の読んだ本の中から，友達に薦める価値のある本を選んだり，他の本と比較してよさをとらえたりす
ることができるようにするために，読書日記に，読んだ本の「印象に残ったこと」や，「感動したこと」な
どを記録する活動を設定した。また，幅広いジャンルの中から本を選ぶために，読書日記の中に読んだ本の
ジャンルを記入するようにし，その後，題材（伝えたいこと）を決めるようにした。
　資料５は，Ｓ児の読書日記である。Ｓ児は，多数の本の中から，「シャドウ・ゴールドの秘密１」の本を
推薦することに決めている。

　　＜資料５＞　Ｓ児の読書日記
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⑤ 指導の実際 

ア 児童が自分の考えを深めて表現することができる単元づくりの工夫【着眼３－①】 

児童が「書きたい」という思いや願いをもち，自ら考えを深めて書く力を身に付けていくようにするため

に，以下の手だてを取った。 

・自分の読書の足跡を残すための読書記録や読書日記の継続的な記録の記述 

・読書に親しむ環境づくりのための紹介ポスター・ポップなどの作成 

その中で，自分の読んだ本を友達にも読んでもらいたいという思いが高まったところで，友達に本の推薦

文を書く国語科の単元を設定した。目指す価値としては，多くの友達に本のよさを推薦し合うことで，さら

に各自の読書の幅を広げて，よりよい読書生活を送ろうという思いを高めることである。 

また，書いた文章が多くの友達の目に触れ参考にされる「よさ」を確かめ，達成感をもち次への意欲につ

なげることができるようにするために，書き上げた推薦文をカードにし，「おすすめの本 カードつづり」の

束にして図書室に展示するようにし，読んだ友達の感想を感想欄に書いてもらうようにした。 

 

イ 自分の考えを深めて適切に書くための手だての工夫【着眼３－②】 

○ 価値ある題材を選ぶための読書日記の記述（１次１時） 

自分の読んだ本の中から，友達に薦める価値のある本を選んだり，他の本と比較してよさをとらえたりす

ることができるようにするために，読書日記に，読んだ本の「印象に残ったこと」や，「感動したこと」など

を記録する活動を設定した。また，幅広いジャンルの中から本を選ぶために，読書日記の中に読んだ本のジ

ャンルを記入するようにし，その後，題材（伝えたいこと）を決めるようにした。 

 資料５は，Ｓ児の読書日記である。Ｓ児は，多数の本の中から，「シャドウ・ゴールドの秘密１」の本を推

薦することに決めている。                ＜資料５＞Ｓ児の読書日記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 幅広く事柄を集め明確な根拠や事例を選ぶことができようにするための取材カードの活用（２次１時） 

薦める本のよさを，根拠をもって選んだり自分の薦めるよさが伝わる複数の根拠や事例を挙げたりするこ

とができるようにするために，観点をもってよさを集めることができる取材カードの活用をした。 

 資料６はＳ児の取材カードである。 

 

○　幅広く事柄を集め明確な根拠や事例を選ぶことができようにするための取材カードの活用（２次１時）
　薦める本のよさを，根拠をもって選んだり自分の薦めるよさが伝わる複数の根拠や事例を挙げたりするこ
とができるようにするために，観点をもってよさを集めることができる取材カードの活用をした。
　資料６はＳ児の取材カードである。
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　　　　＜資料６＞　Ｓ児の取材カード
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＜資料６＞Ｓ児の取材カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｓ児は，自分で観点を設定しながら，幅広く取材を進めていった。Ｓ児は薦めるよさの根拠として，①次々

に起こる事件，②ジャックと海賊との話のやりとり，③もっと次が読みたくなる内容の３つを挙げている。 

○ 適切な根拠や事例を選び組み立てるための構成シートの活用と相互交流の設定（２次３時） 

 文章全体を見通して，自分の考えを効果的に伝え，適切な根拠や事例を選ぶことができるようにするため

に，記述内容が見えるようにした構成シートを活用した。その後，相互に交流をして読み手の立場で適切な

根拠かどうかをアドバイスし合う活動を設定した。なお，相互交流を行うグループでは，お互いの薦める本

を読み合って，理解を深めさせ，アドバイスしやすいようにしておいた。 

資料７は，Ｓ児の構成シートである。相互交流の結果，よさの根拠を①次々に起きる事件，②ジャックと

海賊のやりとり，③何にでもチャレンジしてあきらめない心とした。③の根拠については，友達のアドバイ

スを受けて見直しをしたものである。                ＜資料７＞Ｓ児の構成シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　Ｓ児は，自分で観点を設定しながら，幅広く取材を進めていった。Ｓ児は薦めるよさの根拠として，①次々
に起こる事件，②ジャックと海賊との話のやりとり，③もっと次が読みたくなる内容の３つを挙げている。
○　適切な根拠や事例を選び組み立てるための構成シートの活用と相互交流の設定（２次３時）
　文章全体を見通して，自分の考えを効果的に伝え，適切な根拠や事例を選ぶことができるようにするため
に，記述内容が見えるようにした構成シートを活用した。その後，相互に交流をして読み手の立場で適切な
根拠かどうかをアドバイスし合う活動を設定した。なお，相互交流を行うグループでは，お互いの薦める本
を読み合って，理解を深めさせ，アドバイスしやすいようにしておいた。
　資料７は，Ｓ児の構成シートである。相互交流の結果，よさの根拠を①次々に起きる事件，②ジャックと
海賊のやりとり，③何にでもチャレンジしてあきらめない心とした。③の根拠については，友達のアドバイ
スを受けて見直しをしたものである。

＜資料７＞　Ｓ児の構成シート
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＜資料６＞Ｓ児の取材カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｓ児は，自分で観点を設定しながら，幅広く取材を進めていった。Ｓ児は薦めるよさの根拠として，①次々

に起こる事件，②ジャックと海賊との話のやりとり，③もっと次が読みたくなる内容の３つを挙げている。 

○ 適切な根拠や事例を選び組み立てるための構成シートの活用と相互交流の設定（２次３時） 

 文章全体を見通して，自分の考えを効果的に伝え，適切な根拠や事例を選ぶことができるようにするため

に，記述内容が見えるようにした構成シートを活用した。その後，相互に交流をして読み手の立場で適切な

根拠かどうかをアドバイスし合う活動を設定した。なお，相互交流を行うグループでは，お互いの薦める本

を読み合って，理解を深めさせ，アドバイスしやすいようにしておいた。 

資料７は，Ｓ児の構成シートである。相互交流の結果，よさの根拠を①次々に起きる事件，②ジャックと

海賊のやりとり，③何にでもチャレンジしてあきらめない心とした。③の根拠については，友達のアドバイ

スを受けて見直しをしたものである。                ＜資料７＞Ｓ児の構成シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

144 （藏内）
自分の考えを深め，適切に表現する力を育てる国語科指導の検討

～言語活動（文種）に応じた指導と評価の充実を中心に～



○　推薦にふさわしい効果的な表現で記述するためのサンプル集の活用（３次１時）
　よさを表すのにふさわしい語句を使って，推薦する文章を書くことができるようにするために，書店の本
の紹介ポスターやポップなどのサンプル集からふさわしい言葉を集め，それらを参考にして適切に記述する
活動を設定した。
　Ｓ児は，３枚の付箋をはり，「冒険します」を「冒険の旅に出発します」に，「みなさん海賊を知っていま
すか」を「みなさん海賊というと何を思い浮かべますか」に，「急ながけがあっても」を「目の前に登れな
いような急ながけがあっても」に修正するなどの部分で，読み手の興味・関心を考えた表現に高めていった。

ウ　作品を読み合い，お互いのよさやよりよい表現を認め合い，次への意欲へつなげる交流活動の工夫
　【着眼３－③】
　お互いの作品を読み合い，おすすめカードを活用して推薦文のよさを認め合う交流の活動を設定した。お
すすめカードには，児童と話し合った推薦文のよさの４観点を示した。資料８はその４観点である。

＜資料８＞　推せん文としてのよさ（４観点）

　・本のよさについての自分の考えがはっきりしている。
　・それぞれの根拠が自分の考えに合っていて分かりやすい。
　・おすすめするための効果的な表現がある。
　・自分の考えを伝えるための構成の工夫をしている。

　資料９は，Ｓ児のおすすめカードである。グループの友達の文章に対して，観点に従って，よさを見つけ
ている。その後の話し合いでお互いの発見を交流することで，広く自他の文章のよさを確かめ認めることが
できたのである。

＜資料９＞　Ｓ児のおすすめカード
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○ 推薦にふさわしい効果的な表現で記述するためのサンプル集の活用（３次１時） 

よさを表すのにふさわしい語句を使って，推薦する文章を書くことができるようにするために，書店の本

の紹介ポスターやポップなどのサンプル集からふさわしい言葉を集め，それらを参考にして適切に記述する

活動を設定した。 

Ｓ児は，３枚の付箋をはり，「冒険します」を「冒険の旅に出発します」に，「みなさん海賊を知っていま

すか」を「みなさん海賊というと何を思い浮かべますか」に，「急ながけがあっても」を「目の前に登れない

ような急ながけがあっても」に修正するなどの部分で，読み手の興味・関心を考えた表現に高めていった。 

 

ウ 作品を読み合い，お互いのよさやよりよい表現を認め合い，次への意欲へつなげる交流活動の工夫 

【着眼３－③】 

 お互いの作品を読み合い，おすすめカードを活用して推薦文のよさを認め合う交流の活動を設定した。 

おすすめカードには，児童と話し合った推薦文のよさの４観点を示した。資料８はその４観点である。 

＜資料８＞推せん文としてのよさ（４観点） 

・本のよさについての自分の考えがはっきりしている。 

・それぞれの根拠が自分の考えに合っていて分かりやすい。 

・おすすめするための効果的な表現がある。 

・自分の考えを伝えるための構成の工夫をしている。 

 

資料９は，Ｓ児のおすすめカードである。グループの友達の文章に対して，観点に従って，よさを見つけ

ている。その後の話し合いでお互いの発見を交流することで，広く自他の文章のよさを確かめ認めることが

できたのである。 

＜資料９＞Ｓ児のおすすめカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ Ｓ児の変容 

 「⑤指導の実際 イ・ウ」で主に取り上げたＳ児は，この単元の学習に入る前までは，自分の考えを明確

にし，構成の効果を意識して書くようにはなっていた。しかしながら，自分の考えを明確に表現するために

適切な根拠や事例を挙げて，構成や表現の効果を工夫することはまだ不十分であった。 

 

⑥　Ｓ児の変容
　「⑤指導の実際　イ・ウ」で主に取り上げたＳ児は，この単元の学習に入る前までは，自分の考えを明確
にし，構成の効果を意識して書くようにはなっていた。しかしながら，自分の考えを明確に表現するために
適切な根拠や事例を挙げて，構成や表現の効果を工夫することはまだ不十分であった。
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＜資料10＞　Ｓ児の推薦文
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＜資料 10＞Ｓ児の推薦文 

 

資料 10 は，Ｓ児の書き上げた推薦文である。赤枠は，自分の考え（薦めたい考えの中心）である。この

文章に見られるように，根拠や事例を適切に選び，効果的な表現を工夫して書くことができた。 

資料 11は，本単元の評価一覧表である。 

＜資料 11＞毎時間の評価一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２次２時のＳ児の状況は，まだ，根拠を確定できず迷っていた。本時（第２次３時）では，相互交流の

友達のアドバイスを聞き根拠を明確にすることができた。書き上げた文章の記述内容のよさの根拠が明確な

ところと，読み手の意欲を喚起するおすすめする語句「今少したいくつで新しいことに挑戦したいあなたへ，

ぜひおすすめしたい」の部分からおおむね満足できる状況，（Ｂ）と判断した。 

Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
Ｂ

恋愛と冒険が好きな

人へ
Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え○

おすすめのよさ△

複数の根拠○
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○
B

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　○
Ｃ Ｃ

　Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成◎　記述○

推敲○　交流○
Ａ

パンダ公園にありの行

列があって長くてすご

かったこと
Ｂ

題材の価値　◎

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　◎

おすすめのよさ　○

複数の根拠　○
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　◎
B

適切な複数の根拠　◎

効果的な組み立て　○
Ｃ Ｃ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流△
　Ｂ

歴史上の戦いに興味が

ある人へ
Ｂ

題材の価値　△

書く意欲　○
　Ｃ

自分の考え

おすすめのよさ

複数の根拠
Ｃ

書く事柄の整理　△

書き出し・結び　△
B

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　○
Ｃ Ｃ

Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
Ａ

わくわくするミステリー

の好きな人へ
Ａ

題材の価値　◎

書く意欲　◎
　Ｂ

自分の考え　◎

おすすめのよさ　◎

複数の根拠○
Ａ

書く事柄の整理　◎

書き出し・結び　◎
A

適切な複数の根拠　◎

効果的な組み立て　◎
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
Ｂ

落ち込んでいて元気に

なりたい人へ
Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

適切な複数の根拠○
　Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○
B

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　○
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
　Ｂ

友達とどうつきあうかで

なやんでいる人へ
　Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　◎

おすすめのよさ　○

複数の根拠
　Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○
B

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　○
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲○　　取材△

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
　Ｂ

サスペンスやねこが苦

手な人へ Ｃ
題材の価値　○

書く意欲　△
Ｃ

自分の考え　○

おすすめのよさ　△

複数の根拠△
　Ｂ

書く事柄の整理　△

書き出し・結び　○
Ｃ

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　△
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
　Ｂ

事件を解決することが

好きな人、達成感を味

わいたい人へ
Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　◎
　Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

複数の根拠○
　Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　◎
B

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
Ａ

放射能をなくしてと地球

を守りたい人へ
　Ｂ

題材の価値　◎

書く意欲　○
　Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　△

複数の根拠△
Ｂ

書く事柄の整理　△

書き出し・結び　○

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流◎
Ｂ

働く犬のすばらしさにつ

いて知りたい人
Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

複数の根拠○
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ａ Ａ

Ｂ
書く意欲○　　取材◎

整理構成◎　記述○

推敲○　交流
Ａ

こわい本を読んでどき

どきしたい人へ
Ａ

題材の価値　◎

書く意欲　◎
Ｂ

自分の考え◎

おすすめのよさ　◎

複数の根拠○
Ａ

書く事柄の整理　◎

書き出し・結び　◎

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ａ Ａ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流◎
Ｂ

こわい話を読んでどき

どきしたい人へ Ｂ
題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

複数の根拠△
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ａ

目的・相手・方法意識を明確

にし、書く価値を確かめてい

る。

作業が遅れ一緒にする

自分の考えを明確にし，お

すすめするよさを考えて複

数の根拠を集めている。

確かめ 友達にアドバイス

自分の考えを明確にして，書

くことがらを整理し，書き出し・

結びを書いている。

第１次１時

　

４月調査時の書く力

第２次２時第２次１時第１次２時

推薦文の書き方を確か

め価値ある本（題材）を選

び意欲を高めている。

アドバイス

言葉の通級指導中

第３次２時

目的にあった構成で

文章を書いている。

第３次１時

よさを表すのにふさわしい語

句を使い，自分らしい推薦文

を書いている。

第２次３時

相手に本のよさが伝わるよう

に，複数の根拠や事例を選

び、文章を組み立てている。

アドバイス

作業が遅れ一緒にする

 田代　悠梨

 立花　拓也

　 　

自分の考えの相談

 高橋　維子

 竹中　裕紀

　 　

アドバイス

 近藤　美穂

 佐藤　裕梨

 佐野　公亮

 清水　祐里

 正野﨑 仁美

 城野　結奈

 角田　純平

 谷石　航輝

　 アドバイス

Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
Ｂ

恋愛と冒険が好きな

人へ
Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え○

おすすめのよさ△

複数の根拠○
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○
B

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　○
Ｃ Ｃ

　Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成◎　記述○

推敲○　交流○
Ａ

パンダ公園にありの行

列があって長くてすご

かったこと
Ｂ

題材の価値　◎

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　◎

おすすめのよさ　○

複数の根拠　○
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　◎
B

適切な複数の根拠　◎

効果的な組み立て　○
Ｃ Ｃ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流△
　Ｂ

歴史上の戦いに興味が

ある人へ
Ｂ

題材の価値　△

書く意欲　○
　Ｃ

自分の考え

おすすめのよさ

複数の根拠
Ｃ

書く事柄の整理　△

書き出し・結び　△
B

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　○
Ｃ Ｃ

Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
Ａ

わくわくするミステリー

の好きな人へ
Ａ

題材の価値　◎

書く意欲　◎
　Ｂ

自分の考え　◎

おすすめのよさ　◎

複数の根拠○
Ａ

書く事柄の整理　◎

書き出し・結び　◎
A

適切な複数の根拠　◎

効果的な組み立て　◎
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
Ｂ

落ち込んでいて元気に

なりたい人へ
Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

適切な複数の根拠○
　Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○
B

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　○
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
　Ｂ

友達とどうつきあうかで

なやんでいる人へ
　Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　◎

おすすめのよさ　○

複数の根拠
　Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○
B

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　○
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲○　　取材△

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
　Ｂ

サスペンスやねこが苦

手な人へ Ｃ
題材の価値　○

書く意欲　△
Ｃ

自分の考え　○

おすすめのよさ　△

複数の根拠△
　Ｂ

書く事柄の整理　△

書き出し・結び　○
Ｃ

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　△
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
　Ｂ

事件を解決することが

好きな人、達成感を味

わいたい人へ
Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　◎
　Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

複数の根拠○
　Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　◎
B

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
Ａ

放射能をなくしてと地球

を守りたい人へ
　Ｂ

題材の価値　◎

書く意欲　○
　Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　△

複数の根拠△
Ｂ

書く事柄の整理　△

書き出し・結び　○

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流◎
Ｂ

働く犬のすばらしさにつ

いて知りたい人
Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

複数の根拠○
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ａ Ａ

Ｂ
書く意欲○　　取材◎

整理構成◎　記述○

推敲○　交流
Ａ

こわい本を読んでどき

どきしたい人へ
Ａ

題材の価値　◎

書く意欲　◎
Ｂ

自分の考え◎

おすすめのよさ　◎

複数の根拠○
Ａ

書く事柄の整理　◎

書き出し・結び　◎

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ａ Ａ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流◎
Ｂ

こわい話を読んでどき

どきしたい人へ Ｂ
題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

複数の根拠△
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ａ

目的・相手・方法意識を明確

にし、書く価値を確かめてい

る。

作業が遅れ一緒にする

自分の考えを明確にし，お

すすめするよさを考えて複

数の根拠を集めている。

確かめ 友達にアドバイス

自分の考えを明確にして，書

くことがらを整理し，書き出し・

結びを書いている。

第１次１時

　

４月調査時の書く力

第２次２時第２次１時第１次２時

推薦文の書き方を確か

め価値ある本（題材）を選

び意欲を高めている。

アドバイス

言葉の通級指導中

第３次２時

目的にあった構成で

文章を書いている。

第３次１時

よさを表すのにふさわしい語

句を使い，自分らしい推薦文

を書いている。

第２次３時

相手に本のよさが伝わるよう

に，複数の根拠や事例を選

び、文章を組み立てている。

アドバイス

作業が遅れ一緒にする

 田代　悠梨

 立花　拓也

　 　

自分の考えの相談

 高橋　維子

 竹中　裕紀

　 　

アドバイス

 近藤　美穂

 佐藤　裕梨

 佐野　公亮

 清水　祐里

 正野﨑 仁美

 城野　結奈

 角田　純平

 谷石　航輝

　 アドバイス

児

児

児

児

児

　資料10は，Ｓ児の書き上げた推薦文である。赤枠は，自分の考え（薦めたい考えの中心）である。この
文章に見られるように，根拠や事例を適切に選び，効果的な表現を工夫して書くことができた。
　資料11は，本単元の評価一覧表である。

＜資料11＞　毎時間の評価一覧表
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＜資料 10＞Ｓ児の推薦文 

 

資料 10 は，Ｓ児の書き上げた推薦文である。赤枠は，自分の考え（薦めたい考えの中心）である。この

文章に見られるように，根拠や事例を適切に選び，効果的な表現を工夫して書くことができた。 

資料 11は，本単元の評価一覧表である。 
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第２次２時のＳ児の状況は，まだ，根拠を確定できず迷っていた。本時（第２次３時）では，相互交流の

友達のアドバイスを聞き根拠を明確にすることができた。書き上げた文章の記述内容のよさの根拠が明確な

ところと，読み手の意欲を喚起するおすすめする語句「今少したいくつで新しいことに挑戦したいあなたへ，

ぜひおすすめしたい」の部分からおおむね満足できる状況，（Ｂ）と判断した。 

Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
Ｂ

恋愛と冒険が好きな

人へ
Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え○

おすすめのよさ△

複数の根拠○
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○
B

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　○
Ｃ Ｃ

　Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成◎　記述○

推敲○　交流○
Ａ

パンダ公園にありの行

列があって長くてすご

かったこと
Ｂ

題材の価値　◎

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　◎

おすすめのよさ　○

複数の根拠　○
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　◎
B

適切な複数の根拠　◎

効果的な組み立て　○
Ｃ Ｃ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流△
　Ｂ

歴史上の戦いに興味が

ある人へ
Ｂ

題材の価値　△

書く意欲　○
　Ｃ

自分の考え

おすすめのよさ

複数の根拠
Ｃ

書く事柄の整理　△

書き出し・結び　△
B

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　○
Ｃ Ｃ

Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
Ａ

わくわくするミステリー

の好きな人へ
Ａ

題材の価値　◎

書く意欲　◎
　Ｂ

自分の考え　◎

おすすめのよさ　◎

複数の根拠○
Ａ

書く事柄の整理　◎

書き出し・結び　◎
A

適切な複数の根拠　◎

効果的な組み立て　◎
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
Ｂ

落ち込んでいて元気に

なりたい人へ
Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

適切な複数の根拠○
　Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○
B

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　○
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
　Ｂ

友達とどうつきあうかで

なやんでいる人へ
　Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　◎

おすすめのよさ　○

複数の根拠
　Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○
B

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　○
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲○　　取材△

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
　Ｂ

サスペンスやねこが苦

手な人へ Ｃ
題材の価値　○

書く意欲　△
Ｃ

自分の考え　○

おすすめのよさ　△

複数の根拠△
　Ｂ

書く事柄の整理　△

書き出し・結び　○
Ｃ

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　△
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
　Ｂ

事件を解決することが

好きな人、達成感を味

わいたい人へ
Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　◎
　Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

複数の根拠○
　Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　◎
B

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
Ａ

放射能をなくしてと地球

を守りたい人へ
　Ｂ

題材の価値　◎

書く意欲　○
　Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　△

複数の根拠△
Ｂ

書く事柄の整理　△

書き出し・結び　○

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流◎
Ｂ

働く犬のすばらしさにつ

いて知りたい人
Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

複数の根拠○
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ａ Ａ

Ｂ
書く意欲○　　取材◎

整理構成◎　記述○

推敲○　交流
Ａ

こわい本を読んでどき

どきしたい人へ
Ａ

題材の価値　◎

書く意欲　◎
Ｂ

自分の考え◎

おすすめのよさ　◎

複数の根拠○
Ａ

書く事柄の整理　◎

書き出し・結び　◎

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ａ Ａ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流◎
Ｂ

こわい話を読んでどき

どきしたい人へ Ｂ
題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

複数の根拠△
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ａ

目的・相手・方法意識を明確

にし、書く価値を確かめてい

る。

作業が遅れ一緒にする

自分の考えを明確にし，お

すすめするよさを考えて複

数の根拠を集めている。

確かめ 友達にアドバイス

自分の考えを明確にして，書

くことがらを整理し，書き出し・

結びを書いている。

第１次１時

　

４月調査時の書く力

第２次２時第２次１時第１次２時

推薦文の書き方を確か

め価値ある本（題材）を選

び意欲を高めている。

アドバイス

言葉の通級指導中

第３次２時

目的にあった構成で

文章を書いている。

第３次１時

よさを表すのにふさわしい語

句を使い，自分らしい推薦文

を書いている。

第２次３時

相手に本のよさが伝わるよう

に，複数の根拠や事例を選

び、文章を組み立てている。

アドバイス

作業が遅れ一緒にする

 田代　悠梨

 立花　拓也

　 　

自分の考えの相談

 高橋　維子

 竹中　裕紀

　 　

アドバイス

 近藤　美穂

 佐藤　裕梨

 佐野　公亮

 清水　祐里

 正野﨑 仁美

 城野　結奈

 角田　純平

 谷石　航輝

　 アドバイス

Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
Ｂ

恋愛と冒険が好きな

人へ
Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え○

おすすめのよさ△

複数の根拠○
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○
B

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　○
Ｃ Ｃ

　Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成◎　記述○

推敲○　交流○
Ａ

パンダ公園にありの行

列があって長くてすご

かったこと
Ｂ

題材の価値　◎

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　◎

おすすめのよさ　○

複数の根拠　○
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　◎
B

適切な複数の根拠　◎

効果的な組み立て　○
Ｃ Ｃ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流△
　Ｂ

歴史上の戦いに興味が

ある人へ
Ｂ

題材の価値　△

書く意欲　○
　Ｃ

自分の考え

おすすめのよさ

複数の根拠
Ｃ

書く事柄の整理　△

書き出し・結び　△
B

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　○
Ｃ Ｃ

Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
Ａ

わくわくするミステリー

の好きな人へ
Ａ

題材の価値　◎

書く意欲　◎
　Ｂ

自分の考え　◎

おすすめのよさ　◎

複数の根拠○
Ａ

書く事柄の整理　◎

書き出し・結び　◎
A

適切な複数の根拠　◎

効果的な組み立て　◎
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
Ｂ

落ち込んでいて元気に

なりたい人へ
Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

適切な複数の根拠○
　Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○
B

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　○
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲◎　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
　Ｂ

友達とどうつきあうかで

なやんでいる人へ
　Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　◎

おすすめのよさ　○

複数の根拠
　Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○
B

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　○
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲○　　取材△

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
　Ｂ

サスペンスやねこが苦

手な人へ Ｃ
題材の価値　○

書く意欲　△
Ｃ

自分の考え　○

おすすめのよさ　△

複数の根拠△
　Ｂ

書く事柄の整理　△

書き出し・結び　○
Ｃ

適切な複数の根拠　○

効果的な組み立て　△
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
　Ｂ

事件を解決することが

好きな人、達成感を味

わいたい人へ
Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　◎
　Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

複数の根拠○
　Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　◎
B

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流○
Ａ

放射能をなくしてと地球

を守りたい人へ
　Ｂ

題材の価値　◎

書く意欲　○
　Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　△

複数の根拠△
Ｂ

書く事柄の整理　△

書き出し・結び　○

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
　Ｂ 　Ｂ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流◎
Ｂ

働く犬のすばらしさにつ

いて知りたい人
Ｂ

題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

複数の根拠○
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ａ Ａ

Ｂ
書く意欲○　　取材◎

整理構成◎　記述○

推敲○　交流
Ａ

こわい本を読んでどき

どきしたい人へ
Ａ

題材の価値　◎

書く意欲　◎
Ｂ

自分の考え◎

おすすめのよさ　◎

複数の根拠○
Ａ

書く事柄の整理　◎

書き出し・結び　◎

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ａ Ａ

Ｂ
書く意欲○　　取材○

整理構成○　記述○

推敲○　交流◎
Ｂ

こわい話を読んでどき

どきしたい人へ Ｂ
題材の価値　○

書く意欲　○
Ｂ

自分の考え　○

おすすめのよさ　○

複数の根拠△
Ｂ

書く事柄の整理　○

書き出し・結び　○

適切な複数の根拠

効果的な組み立て
Ａ

目的・相手・方法意識を明確

にし、書く価値を確かめてい

る。

作業が遅れ一緒にする

自分の考えを明確にし，お

すすめするよさを考えて複

数の根拠を集めている。

確かめ 友達にアドバイス

自分の考えを明確にして，書

くことがらを整理し，書き出し・

結びを書いている。

第１次１時

　

４月調査時の書く力

第２次２時第２次１時第１次２時

推薦文の書き方を確か

め価値ある本（題材）を選

び意欲を高めている。

アドバイス

言葉の通級指導中

第３次２時

目的にあった構成で

文章を書いている。

第３次１時

よさを表すのにふさわしい語

句を使い，自分らしい推薦文

を書いている。

第２次３時

相手に本のよさが伝わるよう

に，複数の根拠や事例を選

び、文章を組み立てている。

アドバイス

作業が遅れ一緒にする

 田代　悠梨

 立花　拓也

　 　

自分の考えの相談

 高橋　維子

 竹中　裕紀

　 　

アドバイス

 近藤　美穂

 佐藤　裕梨

 佐野　公亮

 清水　祐里

 正野﨑 仁美

 城野　結奈

 角田　純平

 谷石　航輝

　 アドバイス

児

児

児

児

児

　第２次２時のＳ児の状況は，まだ，根拠を確定できず迷っていた。本時（第２次３時）では，相互交流の
友達のアドバイスを聞き根拠を明確にすることができた。書き上げた文章の記述内容のよさの根拠が明確な
ところと，読み手の意欲を喚起するおすすめする語句「今少したいくつで新しいことに挑戦したいあなたへ，
ぜひおすすめしたい」の部分からおおむね満足できる状況，（Ｂ）と判断した。
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５　児童の変容
⑴　高学年の児童の変容
　資料12は，第５学年と第６学年児童の「各評価の観点別状況」（６月から12月の伸び）である。

＜資料12＞　各評価の観点別状況（６月から12月の伸び）

評価の観点 5年の伸び 6年の伸び
①相手・目的・場面に関する意識 ０．０９ ０．０９
②題材の限定 ０．０８ ０．１８
③書くための材料集め ０．０６ ０．１２
④テーマに合う材料選び ０．０７ ０．１７
⑤段落の役割 ０．０６ ０．１４
⑥段落相互の関係 ０．１５ ０．１５
⑦自分の考えを明確にするための構成 ０．０９ ０．１１
⑧一つ一つの段落の記述 ０．２１ ０．０９
⑨段落と段落のつながりの明確さ ０．０７ ０．１３
⑩事実と感想，意見の書き分け ０．１５ ０．１０
⑪簡単に書いたり詳しく書いたりする ０．１０ ０．１１
⑫引用，図表，グラフなどの活用 ０．２０ ０．１１
⑬文章の間違いを探すこと ０．０３ ０．０７
⑭文章のよさを見つけること ０．１０ ０．１２
⑮自分の考えが伝わったか振り返る ０．１４ ０．２０
⑯書く目的や意図に応じた助言 ０．００ ０．２８
⑰表現の仕方のよさを感じた助言 ０．１７ ０．２２
＜３…十分目標を達成できている　２…概ね目標を達成できている　１…努力を要する＞

①　第５学年
　総合的にどの項目も向上が見られた。特に向上したのは，効果的に組み立てる力と表現の効果を考え記述
する力である。
≪構成の効果を考える力≫
　段落のまとまりを作り，全体を見通して組み立てるようにはなっているが，伝えたいことを表すために構
成の効果を考えることはまだできない児童が多かった。
　そこで，サンプル文や組み立てモデルの提示や色分けした取材カードの活用をした。例えば単元「図書館
改造の提案書を書いて，アイデアを伝えよう」では，問題点，解決する方法，考えなどを区別して，分かり
やすく組み立てることができた。
≪効果的な表現を工夫する力≫
　組み立てはできているが，記述する際に，事実と意見を区別するなどの表現の工夫を考えながら記述する
ことがまだ難しい状況であった。また，語彙力が不十分であった。
　そこで，記述の段階で相互交流を位置付け，友達と読み合いアドバイスをし合うようにした。そのことに
より，お互いの表現のよさに気付くことができ，よりよい表現にすることができた児童が多かった。
②　第６学年
　総合的にどの項目も向上が見られた。特に向上したのは，効果的に組み立てる力と表現の効果を考え記述
する力および，表現のよさについて助言をする力であった。
≪構成の効果を考える力≫
　自分の意図をもち，自分の考えが明確に伝わるように組み立てたり，表現の効果を工夫したりすることは
まだ不十分であった。
　例えば，単元「おすすめの本の推薦文を書こう」では，構成シートに記述内容が見えるようにし，全体を
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見通して効果的に組み立てることができるようにした。さらに，根拠の妥当性を話し合いアドバイスし合う
活動を設定することで，児童は，適切な根拠を選び効果的に組み立てることができるようになった。
≪効果的な表現の工夫をする力≫
　語彙力も不十分であったため，効果的な表現で表すことのできない児童が多かった。そこで，サンプル集
などで多くの表現に触れ，自分の表現に生かすことができるようにしたことで，自分らしい効果的な表現で
表すことができるようになった。
≪表現のよさについて助言をする力≫
　読み手の立場で，観点を明確にして文章のよさを見つけたり，アドバイスを行ったりする力も，最終学年
になって確実な力となった。交流の活動を学年の発達に応じて，継続的に取り組んできた成果だと考える。

６　研究の成果と課題
⑴　研究の成果
　本年度４つの着眼に基づいた研究仮説を立て，各学年ごとに研究に取り組んできた。
　その結果を踏まえ，本論文では，特に顕著な特徴の見られた取材及び構成の段階について，高学年の代表
的な事例を中心に詳述した。
　主として着眼３及び着眼４に関することとして，次のような点が実証できたと考える。
　取材に関しては，低学年の紹介文における「友だちのよさ」を聞き出すためのインタビュー形式による取
材活動，中学年の声明文における自分の説明対象（食材）を決めるためのマッピング形式による取材活動，
高学年の推薦文における「価値ある本」を選ぶため継続的な読書日記による取材活動など，それぞれの文種
（題材）に応じた取材活動を行うことにより，児童は書くための具体的な内容を数多く得ることができた。
また，いずれの場合も，取材カードや一次取材段階のデータに基づき，個々の状況を綿密に分析した上で個
別の手だてを取ることの有効性も確認できた。
　構成については，主に高学年の実践事例で述べたが，構成シートの活用や文種に応じた見直しの観点を明
示することによる効果が認められた。
　このように，年間指導計画を作成し指導の重点化を図るとともに，各学年間の系統を踏まえ児童の書く力
の実態に即した指導を進めたことで，児童は着実に力を身に付けてきていると考える。昨年度より一層多様
な文種に応じることができた点も成果であった。
　その他の着眼点に関しては，以下の通りである。
○　児童の生活や各教科等の学習とのつながりを考えた年間指導計画の作成【着眼１】
　本年度は，新学習指導要領の全面実施にともない教科書も新版になった。その結果，年間指導計画も全面
的な見直しを図ることとなった。その効果については，今後継続的に検証していくことになる。今後，さら
に加除修正を加えて，よりよいものにしていく必要がある。
○　取り上げる文種の特質の明確化と特質を踏まえた指導の工夫【着眼２】
　資料13は，本年度，各学年で取り上げた文種と指導のポイントの一覧表（抜粋）である。（詳細は別添資
料Ⅰ参照）

＜資料13＞　言語活動（文種）別指導のポイント一覧（５・６年抜粋）

文種 学年 指導のポイント
09．意見文 ５年・６年 ＜構成＞サンプル文，取材カード

＜交流＞相互交流，アドバイスシート
10．調査文 ５年・６年 ＜取材＞題材選定カード

＜構成＞カードの活用，相互交流，取材カード
＜記述＞サンプル文

11．推薦文 ６年 ＜構成＞取材カードの活用，相互交流の設定
＜記述＞サンプル文
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　なお，「児童の変容」の項で述べた成果は，着眼１から着眼４までの手だてが複合的に連動して機能した
結果であると考えており，個々の着眼に対する効果とは考えていない。

⑵　今後の課題
　本年度の研究を踏まえ，今後，以下の点について，さらに検討していく必要があると考える。
○　「文種の特質」ということに対して，さらに理論的・実践的に分析し，研究を深めていくこと。
○　研究の成果をより的確に分析するために，児童の変容をどのような方法で把握していくか，仮説検証の
方法を改善すること。

○　スキル面など日常の継続的な指導との連動性を図り，学習の効果を高めるため，組織的な研究体制・方
法をさらに見直すこと。

○　個々の表現語彙や表現方法をさらに豊かにしていく必要がある。そのためには，様々なジャンルに関す
る日常の読書生活を耕していかなければならない。そのための方策を講じること。

Ⅱ　本研究の成果と課題に関する再考察
　今回，この論文において報告した内容は，学校の研究のまとめとして作成した研究紀要に掲載したものの
中から，紙面の都合上，高学年の実践に絞って掲載している。従って，「６　研究の成果と今後の課題」の
部分で述べられている低・中学年の部分については，本論文では触れていない。しかし，児童の資質・能力
は，一つの学年だけで育成されるものではなく，それまで積み上げられてきた学習経験の上に築きあげられ
ていくものである。そのような考えに立って，敢えて原文のまま記載している。そのため，記述されている
内容が理解しづらい点については，ご容赦願いたい。
　学校全体として，どのように段階的・系統的に資質・能力を育成しようとしているのかについては，別添
資料Ⅰの「折尾西　言語活動別指導のポイント一覧」をご参照いただきたい。また，「教育計画一覧表」（年
間の全教科等のカリキュラム），「『書くこと』に関する年間指導計画」，「言語活動別指導のポイント」につ
いては，各学年別に作成していることをここで付記しておきたい。
　「５　児童の変容」については，「各評価の観点別状況」として，６月時点から12月時点でどのように変
化しているかを数値化して述べている。このことについては，本校で作成した別添資料Ⅱの「『書くこと』
に関する児童の実態分析の観点（第５・６学年）」に基づいて数値化したものである。このマトリクスにつ
いても，（第１・２学年）（第３・４学年）版を別途作成して取り組んでいるが，ここでは省略する。
　本論文の「研究の成果」として述べられている，「年間指導計画を作成し指導の重点化を図るとともに，
各学年間の系統を踏まえ児童の書く力の実態に即した指導を進めたことで，児童は着実に力を身に付けてき
ている」点については，平成29年３月に告示された新学習指導要領においても，総則の「改訂の要点」で「カ
リキュラム・マネジメントの充実」が示されているところである。その中では「児童や学校，地域の実態を
適切に把握し，教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科横断的な視点で組み立てていくこと，
教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと」２）が指摘されており，折尾西小学校の取組はこ
のことに対する一つのモデルを示しているものだと考える。
　また，「国語科の改訂の趣旨及び要点」の中でも，「学習の系統性の重視」や「授業改善のための言語活動
の創意工夫」３）が指摘されており，これらの点においても一つの具体的な方策を示したものとなっている。
　このように，本論文で紹介した折尾西小学校の研究内容は，前回の学習指導要領の改訂を受けたものであ
ったが，今回（平成29年）の学習指導要領改訂の趣旨にも対応している価値あるものであると捉える。
　さらに，令和３年１月に公表された「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可
能性を引き出す，個別最適な学びと協働的な学びの実現～（答申）」の中で示された「個別最適な学び」と「協
働的な学び」を実現するためにも，折尾西小学校で取り組んだ個々の学習状況を的確に把握することは，も
っとも基盤となることである。
　このような先行研究を踏まえながら，各学校において「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改
善」がさらに進められることを期待する。
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An investigation into Japanese language instruction to promote deep thinking 
and foster pupils’ ability to express themselves in an appropriate manner

Language activities to enhance instruction and evaluation

Yasuaki KURAUCHI
Department of Education and Psychology, Faculty of Humanities, Kyushu Women’s University

1-1 Jiyugaoka, Yahatanishi-ku, Kitakyushu-shi 807-8586, Japan

Abstract
　　While working at Orio Nishi Elementary school in 2011 and 2012, I was involved in research on 
“Japanese language instruction to promote deep thinking and foster pupils‘ abilities to express 
themselves in an appropriate manner.”  This research took into consideration the school’s educational 
goals, the pupils themselves, and current issues in education.
　　The research focused primarily on the following four points:

（1）Annual syllabus planning,（2）Features of language activities,（3）Methods for promoting mutual 
deep thinking and appropriate writing skills, and（4）Integrated evaluation and instruction
　　As a result, by ascertaining the learning situation of each individual pupil and devising individual 
measures, we were able to find effective means of instruction in line with each of the points of focus 
mentioned above.  Furthermore, we believe that this research will contribute to the improvement of 
classes to promote proactive and interactive deep learning, as outlined in the course of study provided 
by MEXT in March 2017.

Key words：Japanese language instruction, promote deep thinking, language activities
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